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zoom 入室開始

オリエンテーション

④ 行動・心理症状（ＢＰＳＤ）、せん妄の予防と対応法（演習含む）
【講師】内海 知加子（特別養護老人ホームくやはら 認知症看護認定看護師）
認知症の人をケアする上で一番の問題とも言えるのは、BPSD、せん妄等であろう。
しかし、それは認知症の人にとっての問題ではなく、周囲にとって大きな問題であるのかもしれ
ない。ケアのレベルアップによって、これらの問題はどう変わっていくのかを考えよう。

演習：BPSD、せん妄の対応の困難事例についてディスカッションをとおして考える。

昼休憩

⑤ コミュニケーション方法及び療養環境の調整方法（演習含む）
【講師】塚本 貴代（熊本託麻台リハビリテーション病院 認知症看護認定看護師）
どのように認知症の人とコミュニケーションをとればよいのか。
その人が暮らしてきた生活環境を大切にし、施設内での環境、あるいは地域での環境を整え、
より穏やかに過ごしてもらうことを考えよう。

演習：重度認知症の困難症例等を提示し、コミュニケーションのとり方、医療チームでの対応の
仕方などを、ディスカッションをとおして考える。

閉　講

一日の振り返り

プログラムの内容は変更となる場合がございますので、あらかじめご了承ください。

zoom 入室開始

オリエンテーション

開会あいさつ

① 認知症の原因疾患と病態・治療
【講師】山口 晴保（群馬大学 名誉教授）
看護師も医師とともに、認知症の症状を引き起こす原因疾患に向き合うことが認知症ケアの基本
となる。認知症の予防や治療により進行を遅らせることも含め、認知症疾患そのものを知ろう。

昼休憩

② 入院中の認知症患者に対する看護に必要なアセスメントと援助技術（演習含む）
【講師】坂野 ゆかり（西広島リハビリテーション病院 認知症看護認定看護師）
認知症の人に適切な看護を提供するためには、そのファーストステップとして、アセスメントをも
とにケアプランを立てることが必要であろう。そのために知っておかなければならないこと、見落
としてはならないことは何かを考えよう。

演習：認知症のある患者の事例を提示し、その患者に対するアセスメントの情報として求められ
ているものは何か、また、必要な援助技術は何かを考える。

休　憩

③ 認知症に特有な倫理的課題と意思決定支援
【講師】吉田 賢史（いわてリハビリテーションセンター 臨床心理士）
身体拘束が認知症の人に与える影響、エンドオブライフの意思確認など、患者、家族の視点に
立ちサポートすることを考えよう。

終　了

一日の振り返り


